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『合
類
節
用
集
』
の
編
纂
を
め
ぐ

っ
て

―
―
『字
彙
』
か
ら
の
引
用
を
中
心
に
―
―

¨
　
は
じ
め
に

『易
林
本
節
用
集
』
の
版
行
以
後
、
し
ば
ら
く
は
内
容
の
上
で
目
立
っ
た

増
補
改
編
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
近
世
の
節
用
集
諸
本
で
あ
る
が
、
寛
文
、
延

宝
年
間
頃
か
ら

「節
用
集
改
訂
の
機
運
漸
く
動
き
」
新
た
な
特
徴
を
備
え
た

節
用
集
が
版
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
稿
で
と
り
あ
げ
る

『合
類
節
用
集
』

（別
名

『字
林
拾
葉
』
延
宝
八
年
刊
）
も
そ
の
中
の
一
本
で
あ
る
。

『合
類
節
用
集
』
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
は
、
影
印
本
の
解
題

（小
林
祥
次

郎
氏
執
筆
、
以
下

「解
題
」
と
略
記
す
る
）
以
外
に
も
、
「国
語
学
研
究
事

典
』
の

『合
類
節
用
集
』
の
唖
、

「多
識
編
』
や

「文
選
』
か
ら
の
引
用
態

度
に
つ
い
て
言
及
し
た
柏
原
司
郎
氏
の
論
考
、

『遊
仙
窟
』
か
ら
の
引
用
態

度
に
つ
い
て
言
及
し
た
前
田
富
藤
氏
、
平
井
秀
文
氏
の
論
考
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
編
纂
資
料
と
し
て
は
お
お
む
ね
当
時
の
版
本
の
類
が

参
照
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
引
用
に
際
し
て
、
出
典
の
誤
刻
を
そ
の
ま
ま
に

受
け
継
ぐ
こ
と
の
あ
る

一
方
で
、
時
に
は
語
形
の
改
変
や
注
文
の
取
捨
選
択

も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ

ら
の
指
摘
を
受
け
、
主
に

『字
彙
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
語
や
注
文
に
つ
い
て

谷

隆

史

考
察
を
行
い
つ
つ
、
『合
類
節
用
集
』
に
お
け
る
増
補
改
編
の
あ
り
方
や
出

典
と
し
て
示
さ
れ
る
書
と
実
際
の
編
纂
資
料
と
の
関
係
の
一
端
を
述
べ
よ
う

と
考
え
て
い
る
。

二
　

『字
彙
』
か
ら
の
引
用
方
法
の
検
討

『合
類
節
用
集
」
に
は
、
漢
籍
、
和
書
、
仏
典
あ
わ
せ
て
七
十
種
程
度
の

書
が
出
典
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
字
書
と
し
て
引
用
が
見
ら
れ

る
の
は
漢
籍
の

『字
彙
」
（八
十
二
箇
所
）
、
『海
篇
』
（七
箇
所
）、
「玉
篇
』

（
一
箇
所
、
「大
広
益
会
玉
篇
』
と
思
わ
れ
る
）、
『説
文
』
■

箇
所
）
の
み

で
あ
り
、
国
内
で
成
立
し
た
字
書
か
ら
の
引
用
は
少
く
と
も
出
典
注
記
か
ら

は
確
認
で
き
な
い
。
出
典
注
記
か
ら
見
る
か
ざ
り
、
『字
彙
』
が
最
も
多
く

参
照
さ
れ
た
字
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『合
類
節
用
集
』
に
お
い
て

「字
彙
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
出
典
注
記
が

明
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
は
、
全
て
何
ら
か
の
注
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
次
の
よ
う
な
体
裁
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（以
下
、
各
書
の
割

書
部
分
は

〔　
〕
に
、
出
典
注
記
は

〈　
〉
に
入
れ
て
示
す
）
。

見
出
語

〔注
文

〈
字
彙
こ



（た
だ
し
、
注
文
と
出
典
注
記
の
位
置
が
交
替
し
て
い
る
例
、
注
文

と
出
典
注
記
が
複
数
見
ら
れ
る
例
も
あ
る
）

見
出
語
と
注
文
、
出
典
注
記
の
関
係
に
は
次
の
二
通
り
が
あ
る
。

（１
）
注
文
の
み
を
出
典
注
記
に
示
す
書
に
拠

っ
て
い
る

（２
）
見
出
語
、
注
文
と
も
に
出
典
注
記
に
示
す
書
に
拠

っ
て
い
る

以
下
、
（１
）
、
（２
）
の
分
類
に
対
応
す
る
よ
う
に
挙
例
し
、
検
討
を
加

え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
挙
例
の
際
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
本
文
の
理
解
に
支
障
が
な
い
限

り
に
お
い
て
多
く
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た
、
各
書
の
注
文
は
前
後

を
適
宜
略
し
て
引
用
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
音

・
訓
合
符
は
省
略
し
た
。

（１
）
注
文
の
み
を

『字
彙
』
に
拠

っ
て
い
る
例

①
滞

慶

鷹
在
二
〈
文
選
〉
一．〈字
彙
〉
二
日
装
バ在
レ
中
二
＾
左
堵

髪
レ
色
ヲ
〕

合
類
巻
六
８
丁
オ

島
一襦
参
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３^

文
選
巻
六
３‐
丁
オ

勢

〔…
…

〈
國
語
〉
申
生
衣
二
偏
装
ノ
之
衣
・プ

ハ在
レテ
中
二
左
右
異
¨
ス

色
フ
故
二
日
二偏
楽
ご

字
彙
申
集
５６
丁
オ

②
筋
”
〔〈
順
知
響
名
〉
餅^
ル
１
１
也
又
　
〈今
互
案
〉
．ご
Ｆ
驀
合
つ
上
　
・，Ｆ告
二
白
〓
七
）
〕

合
類
巻
六
１２
丁
ウ

策

〔席
字
附
〕
　

繹
名
．^
云
餅
パ
音
屏
和
名
毛
知
比
Ｖ
・中
略
…
四
啓
字

苑
二
云
着
ｒ
手
乳
ノ
反
興
レ
撫
同
シ
今
案
二
訓
賀
布
〕
食
”
也
上
二
生
「
フ

自
ヲ
也

和
名
巻
十
六
Ｈ
丁
オ

か

〔…
…
斐
古
ノ
切
音
撫
食
ノ
上
二
生
ス
コ
也
白
毛
フ
〕
字
彙
辰
集
４５
丁
オ

③
い

ほ
コ

〈鎖

評

聾

辛

膊

ハ以
レ
手
ニピ
ス
嘲
汁
フ
也
〈玉
』扁
沐

合
類
巻
八
Ш
丁
ウ

糟
醐
バ皆
酒
′
解
也
以
レ〆

一斉
″
糟
フ
日
レぽ
ト

古
文
真
宝
後
集
　
「漁
父
群
」
割
注
部
分
　
　
上
巻
８
丁
ウ

踏
〔…
…
以
レ手
ブ出
蠅汁
也
〕

字
彙
未
集
３３
丁
ウ

寄

〔子
礼
切
手
二
出
〓
其
ノ
汁
″
亦
作
辮
畢
産
益
会
玉
雄稲
右
十
五
９
丁
オ

撃

霊
日
毀
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ^

海
篇
巻
九
身
彊
門
１６
丁
オ

①
②
③
は
見
出
語
の
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
②
は
、
「字

彙
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
注
文
が

『和
名
類
衆
抄
』
所
引
の

『四
費
字
苑
』

の
注
文
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
「和
名
類
索
抄
』
か

ら
の
見
出
語
引
用
と

『字
彙
』
か
ら
の
注
文
引
用
は
連
続
し
て
行
わ
れ
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
③
は
、
『玉
篇
』
の
注
文
も
共
に
引
用
さ

れ
、
同
訓
異
字
の
「撃
」
に
は

ど
査
冥
』
で
は
な
く

『海
篇
』
の
注
文
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
『海
篇
』
が
参
照
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

「合
類
節
用
集
』
に
は
節
用
集
か
ら
の
引
用
を
示
す
出
典
注
記
は
見
ら
れ
な

い
も
の
の
、
序
に
見
ら
れ
る

「夫
節
用
集
ノ
之
行
二
千
世
一対
バ
難
レ
之
フ
以
テ

篤
一
日
用
ノ之
便
り
「
者
′不
レ
少
ヵ
ラ臭
然
レＦ
又
夕
往
々
√
出
事
不
レ
驚
ギ
不
”多
臨
¨

用
二
而
閥
如
上
者
」
の
記
述
か
ら
判
断
す
る
と
、
編
纂
者
が
当
時
流
布
し
て
い

た
節
用
集
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら



の
節
用
集
の
所
収
語
が

「合
類
節
用
集
』
の
見
出
語
と
な
っ
て
い
る
場
合
は

①
～
③
の
例
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と

も
、
増
補
改
編
の
著
し
い

『合
類
節
用
集
』
の
場
合
、
編
纂
者
が
参
照
し
た

節
用
集
が
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
か
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
本

稿
で
は
と
り
あ
え
ず

『易
林
本
節
用
集
』
の
所
収
語
を
当
時
流
布
し
て
い
た

節
用
集
の
所

〈
収
鼎
と
想
定
し
、
適
宜
他
の
真
草
二
行
本
の
所
収
語
を
参
考
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

饗
恣
鰊
嚢
プ
鶏
嘘

合
類
巻

一
３８
丁
オ

家

〔…
…
居
也
又
婦
謂
レガ
ラ
篤
レ
家

・
卜
‥
以
下
略
〕
字
彙
寅
集
６
丁
オ

宅タ

〔
…

…

鵬

也

屋

也

〈
繹

名

〉

宅

ハ
者

撥

也

抹

二
澤

．ご
口
虎

一 ヲ
而
誉

レぎ

ヲ

也
…
以
下
略
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
彙
寅
集
３
丁
ウ

〔…
…
屋
也

〈説
文
〉
市
居
，
日
レ
舎

・
卜
‥
以
下
略
〕

と

『字
彙
』
か
ら
引
用
し
た
の
は

「屋
」
の
注
文
の
み
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
そ
の
他
の
四
文
字
の
注
文
も
全
て

『字
彙
』
の

各
文
字
の
項
の
注
文
に
合
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「室
」
に

「イ

エ
」
の
訓
を
当
て
る
こ
と
は
何
に
よ

っ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
注
文
は
、
編
纂
者
が
各
文
字
に
つ
い
て

「字
彙
』
を
検
索
し
て
参

照
し
、
引
用
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「繹

名
」
と

『説
文
』
を
実
際
に
参
照
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
『繹
名
』
の
唯

一
の
和
刻
本
と
思
わ
れ
る
　
「
明
暦
二
年
刊
本
」

に
よ

っ
て

「宅
」
の
引
用
該
当
部
分
を
確
認
す
る
と
、

宅
ハ澤
也
澤
￥
口
虎
一
而
誉
レ
之
フ
也
　
　
　
　
　
　
　

じ^
繹
名
巻
五
７
丁
オ

と
な

っ
て
お
り
、
月
口類
節
用
集
』
及
び

『字
彙
』
で
は
、
「抹
澤
」
と
な

っ
て
い
る
部
分
が
、
『繹
名
』
で
は

「澤
」

一
字
の
み
で
あ

っ
て

一
致
し

な
い
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
通
り
、
『説
文
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
出

典
注
記
は
こ
の
箇
所
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ

っ
て
、
編
纂
者
が

『説
文
』

を
参
照
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
全
く
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（）
観
『
』
」
排
』
」
「
査
粟
准
園
屋

一
二日
草
△
こ
　
鰤

〔在
″
野
二日
レ
ー

合
類
巻

一
３８
丁
オ

庵

〔…
…
園
屋

一
二
日
草
舎
ｏ
王
氏
ヵ
日
古
作
レ彰

り
．ぼ
唐
以
来
作
レ

奄
〕

字
彙
寅
集
３８
丁
オ

慮

〔…
…
窃
也
舎
也
…
中
略
…
〈漢
志
〉在
¨
野
二日
レ慮
卜
田
嚇
屋
ピ
又

＾
ロ

字
彙
未
集
６０
丁
オ

屋

〔…
…
舎
也
居
也
具
也
止
也
又
黄
屋
車
蓋
也
…
以
下
略
〕

字
彙
寅
集
１４
丁
オ

３

〔…
…
一房
也

〈繹
名
〉
室
ハ責
傷
人
物
責
二
満
ス
ル
其
ノ
中
一
也
…
以
下

略
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
彙
寅
集
５
丁
オ

『易
林
本
節
用
集
』
伊
の
乾
坤
に

「家
　
宅
　
△
口　
屋
」
と
あ
る
。
「室
」

以
外
の
四
文
字
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
密
接
な
関
係
が
窺
わ
れ
る
。

『合
類
節
用
集
』
の
注
文
は
、
同
訓
異
字
の
関
係
に
あ
る
五
文
字
の
使
い

分
け
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
「合
類
節
用
集
』
の
出
典
注
記
に
従
う



侍
慮
′喪
舎
也
…
以
下
略
〕

字
彙
寅
集
４０
丁
オ

『易
林
本
節
用
集
』
伊
の
乾
坤
に

「奄

〔庵
同
〕

魔
」
と
あ
る
。
こ
の

例
も

『字
彙
』
を
引
用
し
た
こ
と
を
注
す
る
の
は

一
方
の
み
で
あ
る
。
し

か
し
、
出
典
注
記
の
施
さ
れ
て
い
な
い

「慮
」
の
注
文
も
、
「字
彙
』
の

「慮
」
の
項
の
注
文
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「字
彙
』
の
注
文
の
中
に

見
ら
れ
る

「侍
慮
」
は
、
『合
類
節
用
集
』
に

『字
彙
』
か
ら
引
用
さ
れ

た
注
文
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
侍
慶

〔〈
字
彙
准
―
―
′喪
舎
也
〕

合
類
巻

一
３８
丁
オ

編
纂
者
が

『字
彙
』
の

「慮
」
の
項
を
参
照
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。
し
た
が

っ
て
、
「合
類
節
用
集
』
の

「慮
」
の
注
文
も

「字
彙
』
か

ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

編
纂
資
料
と
の
関
わ
り
が
明
確
で
な
い
場
合
で
も
見
出
語
が
先
に
存
在

し
た
も
の
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
る
例
も
あ
る
。
『合
類
節
用
集
』
巻
七

疑
字
部
は
、
字
体
の
類
似
し
た
文
字
を
連
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
に
反
切
と
簡
単

な
注
文
を
施
す
と
い
う
体
裁
を
と

っ
て
い
る
。
『易
林
本
節
用
集
』
に
お

け
る

「分
宅
字
様
」
所
収
三
百
四
十
八
字
や

「疑
證
」
所
収
百
七
十
二
字

に
相
似
た
面
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
両
書
に
共
通
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る

文
字
も
七
十
二
文
字
あ
る

（う
ち
、
左
訓
ま
で

一
致
し
て
い
る
の
は
二
十

九
字
で
あ
る
）。
疑
字
部
に
は

『字
彙
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
出
典
注
記

が

一
箇
所
見
ら
れ
る
。

⑦
ぃ
土一
勧
朝

削
』
兒

一也
〕
　
一
¨
〔〈
海
雄扁
〉
二
土日
怯
田
―
〈
字
彙
〉
ニ

合
類
巻
七
３
丁
オ

吉

〔…
激
質
ノ
切
由
入
声
善
也
利
也
…
以
下
略
〕
字
彙
丑
集
２
丁
ウ

部

〔…
Ｅ
羊
ノ
切
音
売
信
帳
ノ
象
…
以
下
略
〕

字
彙
丑
集
２３
丁
オ

士
口
　

〔音
怯
田
―
也
〕

海
篇
巻
八
身
澄
門
１４
丁
オ

「吉
」
の
文
字
に
つ
い
て
示
し
た
通
り
、
疑
字
部
は
、
反
切
の
全
て
と

『海
篇
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
出
典
注
記
に
伴

っ
て
い
る
注
文
以
外
の
ほ

と
ん
ど
を

『字
彙
』
に
よ

っ
て
い
る
。
里
ど

は
、
す
ぐ
上
に
位
置
す
る

「吉
」
と
の
対
比
に
よ

っ
て
掲
出
さ
れ
た
文
字
で
あ
ろ
う
が
、
「字
彙
』
に

は
収
め
ら
れ
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「字
彙
』
か
ら
は

「青
」
の
項
の

注
文
を
引
用
し
、
里
ど

に
つ
い
て
は

『海
篇
』
を
参
照
し
て
引
用
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
「字
彙
』
か
ら
の
引
用
を
示
す
出
典
注
記
は
、
「海
篇
』

か
ら
の
引
用
と
区
別
す
べ
き
箇
所
に
の
み
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
形
に
な
る
た
め
に
は
見
出
し
と
し
て
掲
出
す
べ
き
文
字
が
先
に
存
在

し
て
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
「海
篇
』
は
、
既
に

チ
示
ｔ
た

「告
」
、
「撃
」
の
地
に

「雫
」
（巻

一
２０
丁
ウ
、
巻
七
５
丁
ウ
）
、
「姥
」
（巻
三
４７
丁
ウ
）
、
「粍
」
（巻
八
５３
丁

ウ
）、
母
ど
　
（巻
八
９７
丁
ウ
）
に
引
用
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
は

全
て

「字
彙
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
里
ど

の
場

合
と
同
じ
手
順
で

『海
篇
』
が
参
照
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
行
の

節
用
集
で
こ
れ
ら
の
語
の
有
無
を
確
認
す
る
と
、
「易
林
本
節
用
集
』
に

見
ら
れ
る
の
は

「晟
」
の
み
で
あ
る
。
寛
文
五
年
刊
の
真
草
二
行
節
用
集

に
は
他
に

「雫
」
「屁
」
が
見
ら
れ
、
「易
林
本
節
用
集
』
よ
り
も

一
致
度

が
高
く
な

っ
て
い
る

（寛
文
五
年
刊
本
に
は
さ
ら
に

「撃
」
が
見
ら
れ
る
）
。



（２
）
見
出
語
、
注
文
と
も
に

『字
彙
』
に
拠

っ
て
い
る
例

③
溺
熙

〔海
中
′
大
波
亦
日
二
‐
‐

・．卜
〈
字
彙
〉
在
二
濤
字
′
注
苦

合
類
巻

一
１６
丁
ウ

廓

〔…
…
海
中
ノ
大
波
亦
日
二
潮
頭
・・
卜
‥
以
下
略
〕
字
彙
巳
集
２５
丁
オ

⑨
静
嚇

〔無
”
底
之
谷
フ
名
テ
日
二
‐

‐

一卜
〈
字
彙
こ

合
類
巻

一
１８
丁
ウ

底

〔…
…
下
也

〈
列
子
〉
無
底
ノ
之
谷
名
テ
日
二
掃
墟

一．
卜
‥
以
下
略
〕

字
彙
寅
集
３６
丁
オ

⑩

鵬

土卜

〔
謂

レ
社

フ
為

二
‐

‐

・ 卜

〈
字

彙

こ

合
類
巻

一
４４
丁
オ

貯

墨

直
酵

晶

（
魏

「
』
錘

辞

軍

壇

略
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
彙
午
集
５．
丁
オ

③
～
⑩
は
、
編
纂
者
が
見
出
語
の
文
字

（③
で
あ
れ
ば
、
「潮
」
と

「頭
し

の
項
を

『字
彙
』
で
参
照
し
て
も
見
出
語
に
つ
い
て
の
注
文
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
三
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、
見

出
語
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
注
文
を
同
時
に
引
用
し
て
き
た
確
例
と
い
え
よ

う
。
こ
こ
で
⑥
の

「侍
慮
」
に
つ
い
て
も
述
べ
れ
ば
、
「侍
慮
」
の
場
合
、

見
出
語
が
先
に
あ
っ
て
、
見
出
語
の
文
字
で
あ
る

「慮
」
の
項
を

『字
彙
』

で
参
照
し
て
注
文
を
施
し
た
も
の
と
も
、
同
訓
異
字

「庵
」
と
の
使
い
分

け
を
知
る
た
め
に

「慮
」
を
参
照
し
た
際
に
見
出
語
と
注
文
を
同
時
に
引

用
し
て
掲
出
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑪

樽
程

〔又
日
二
滸
詔
慇
膠
郁
佛
紺
一並
二
見
玖
字
彙
単
又
〈
神
代
巻
ノ
拠

〉
日
・盈
小津
甕
星

・卜
コ^
）　
　

　

　

　

　

合
類
巻

一
５
丁
オ

磐
キ払
…
…

〈
爾
雅
〉
彗
星
′機
槍
〕

字
彙
寅
集
４５
丁
ウ

欄

〔…
…
又
攪
槍
ハ彗
星
也
俗
云
二
掃
言
星
せ
　
．字

彙
辰
集
３８
丁
オ

槍

（…
…
権
槍
′彗
星
〕

字
彙
辰
集
３０
丁
オ

住

（
…

…

奔

星

′
為

二
杓

約

一 卜
肌

流

星

也
也

…

…

以

下

略

〕

字
彙
子
集
Ｈ
丁
オ

見
出
語
は
、
「易
林
本
節
用
集
』
波
の
乾
坤
に

「
彗
星
」
と
見
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
（２
）
の
条
件
に
そ
の
ま
ま
か
な
う
例
と
は
い
え
な
い
。

注
文
中
の
三
語
は

「彗
星
」
の
異
名
で
あ
り
、
見
出
語
に
準
ず
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち

「掃
需
星
」
が

「彗
星
」
の
異
名
で
あ
る
こ
と

は

『字
彙
』
の

「掃
」
「需
」
「星
」
の
項
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
「掃
需
星
」
は

『字
彙
』
の

「楊
」
の
項
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
「掃
帯
星
」
は
他
の
二
語
と
と
も
に
最
終
的
に
見
出
語
と
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
で
、
①
～
⑩
の
例
で
示
し
た
見
出
語
と
注
文
の
関
係
と

は
趣
を
異
に
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
「見

〈字
彙
ご

と
い
う

出
典
注
記
の
あ
り
方
か
ら
考
え
る
と
、
「権
槍
」
「杓
約
」
の
二
語
も
あ
る

い
は
他
の
編
纂
資
料
と
は
関
係
な
く
、
「字
彙
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
注
文
の
形
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
見
出

語
に
準
ず
る
も
の
が

『字
彙
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
例
と
し
て
こ
こ
に



示
し
た
。

以
上
、
（１
）
（２
）
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
確
例
と
思
わ
れ
る
も
の
を
中

心
に
考
察
を
加
え
て
き
た

（こ
こ
で
は

一
部
を
挙
げ
た
の
み
で
あ
り
、
（１
）

（２
）
ど
ち
ら
に
該
当
す
る
の
か
迷
う
例
も
あ
る
）
。
『合
類
節
用
集
』
の

場
合
、
「字
彙
』
は
編
纂
資
料
と
し
て
幅
広
く
参
照
さ
れ
る
書
で
あ

っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

出
典
注
記
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
『字

彙
』
か
ら
引
用
さ
れ
た
注
文
で
あ

っ
て
も
出
典
が
全
く
示
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
る
。
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
注
文
で
あ

っ
て
も

『字
彙
』
か
ら
の

引
用
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
例
は
、
④
⑤
⑦
に
示
し
た
例
の
他
に
も

多
数
に
上
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『字
彙
』
所
引
の
書
が
出
典
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
例
は

『字
彙
』
か
ら

の
引
用
に
関
し
て
は
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
『繹

名
』
は
全
体
で
二
十
九
箇
所
に
出
典
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
④
で
示

し
た
例
以
外
は

『字
彙
』
所
引
の
も
の
を
引
用
し
た
と
は
認
め
難
い
の
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で

『字
彙
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
こ
と
と
先
学

の
報
告
と
を
考
え
あ
わ
せ
て
み
る
。

平
井
氏
の

『遊
仙
窟
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
の
調
査
や
柏
原
氏
の

『文

選
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
の
調
査
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
時
の
和

刻
本
に

一
致
し
な
い
語
形
や
漢
字
表
記
に
よ

っ
て

『合
類
節
用
集
』
に
引

用
さ
れ
て
い
る
語
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
④
の

例
で
和
刻
本

『繹
名
』
の
注
文
が

『合
類
節
用
集
』
の
注
文
と

一
致
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
。
出
典
注
記
は
同

一
で
あ
っ
て
も
、
実
際

に
参
照
さ
れ
た
書
は
出
典
と
し
て
示
さ
れ
た
書
を
含
む
複
数
の
書
で
あ
り

得
る
わ
け
で
あ
る
。
旧
来
の
節
用
集
と
比
較
し
て
、
独
自
に
語
や
注
文
を

引
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

『合
類
節
用
集
』
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し

も
全
て
原
典
か
ら
直
接
引
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
『文
選
』
や

『遊
仙
窟
』
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
和
刻
本
以
外
に
注

釈
書
や
仮
名
遣
書
の
よ
う
な
も
の
か
ら
引
用
さ
れ
た
可
能
性
も
探
っ
て
み

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
平
井
氏
は
、
「遊
仙
窟
』
の
近
世
の
版
本
に
は

一
致

し
な
い
語
が

『合
類
節
用
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『紫

明
抄
』
や

『類
字
源
語
抄
』
に
一
致
す
る
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
既
に
述

べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
近
世
に
版
行
さ
れ
た
書
を
参
照
し
た
可
能
性
の
方

が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
本
稿
で
は

『字
彙
』
か
ら
の
引
用

に
限
っ
て
述
べ
た
の
で
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
が
、
「
日
本
書
紀
』

や

『八
雲
御
抄
』
等
の
和
書
か
ら
の
引
用
に
お
い
て
も
同
様
の
問
題
が
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
調
査
報
告
は
、
既

に
対
照
調
査
を
終
え
て
い
る

『字
彙
』
以
外
の
編
纂
資
料
に
つ
い
て
の
報

告
と
と
も
に
別
稿
に
期
し
た
い
。

〓
一　
ま
と
め

「解
題
」
に
お
い
て
、
『合
類
節
用
集
』
は

「検
索
に
便
な
る
表
記
辞
典

で
は
な
く
、
読
ん
で
語
の
内
容
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
た
め
の
辞
典
」

で
あ
り
、
「注
記
、
出
典
表
示
は
そ
の
た
め
の
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「字

彙
』
が
編
纂
資
料
と
し
て
参
照
さ
れ
た
こ
と
も
、
「合
類
節
用
集
』
の
そ

の
よ
う
な
性
格
に
沿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『字
彙
』
か
ら
の
引
用

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
注
文
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
中
国
の
規
範
に
基
い
た



も
の
で
あ
る
。
「合
類
節
用
集
』
編
纂
当
時
の
国
内
に
お
け
る
文
字
使
用

の
実
態
と
は
と
り
あ
え
ず
別
の
も
の
と
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
中

国
の
規
範
を
出
典
を
示
し
つ
つ
示
す
よ
う
な
節
用
集
が
こ
の
時
期
何
の
た

め
に
編
纂
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
刊
行
後
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か

と
い
う
問
題
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
お
く
。

出
典
の
明
示
に
統

一
的
な
処
理
が
と
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と

も
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
語
や
注
文
で
あ

っ
て
も
、
『字
彙
」
や
そ
の
他
の
編
纂
資
料
か
ら
の
引
用
で
あ
る
場
合
、

ま
た
、
出
典
が
明
示
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
そ
の
書
か
ら
の
引
用
で

は
な
く
、
孫
引
に
よ

っ
て
い
る
場
合
が
と
も
に
あ
る
。
編
纂
作
業
の
段
階

で
方
針
の
統

一
が
十
分
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
尾
を
引
い
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
「合
類
節
用
集
』
の
編
纂
目
的
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な

不
統

一
が
あ
る
程
度
許
容
さ
れ
る
余
地
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り

注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

近
世
の
語
彙
や
漢
字
表
記
を
扱

っ
た
研
究
に
お
い
て

『合
類
節
用
集
』

は
比
較
的
頻
繁
に
参
照
さ
れ
る
節
用
集
で
あ
る
。
し
か
し
、
『合
類
節
用

集
』
の
所
収
語
や
注
文
の
性
格
に
つ
い
て
の
吟
味
は
十
分
で
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
『合
類
節
用
集
』
の
編
纂
者
は
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
書
を

参
照
し
、
ど
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
編
纂
の
目
的
は

何
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
け
ば
、
同
時
代
の

国
語
資
料
と
の
比
較
も

一
層
意
味
を
持

つ
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

圧̈（１
）
上
田
萬
年

・
橋
本
進
吉

『吉
本
節
用
集
の
研
究
』
３
東
京
帝
国
大
学
紀
要

第
二
』
大
正
五
年
）
今
、
昭
和
四
十
二
年
再
版
の
勉
誠
社
版
に
よ
っ
た
。

（２
）
中
田
祝
夫

・
小
林
祥
次
郎

『合
類
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』
（昭
和
五
十
四

年
二
月
、
勉
誠
社
）

（３
）
前
田
富
祓
氏
執
筆

（４
）
柏
原
司
郎

「『合
類
節
用
集
』
の

『多
識
編
』
引
用
態
度
」
「
国
語
研
究
』

４９
）同
　
　
「「節
用
集
」
の
引
用
語
か
ら
み
た

一
語
意
識
に
つ
い
て
」
「
湘

南
文
学
』
２２
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
）

（５
）
前
田
富
祓

「辞
書
と
の
出
会
い
―
辞
書
を
え
ら
ぶ
コ
ツ
ｏ
使
う
コ
ツ
ー
」

「
言
語
』
九
―
五
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
）

平
井
秀
文

「合
類
節
用
集
の

「遊
仙
窟
」
訓
」
「
日
本
文
学
研
究
』
１６
、

昭
和
五
十
五
年
十

一
月
）

（６
）
韻
書
と
し
て
は

『古
今
韻
会
』
の
出
典
注
記
が
四
箇
所
に
見
ら
れ
る
。

（７
）
高
梨
信
博

「『和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
』
の
考
察
―
出
典
註
の
諸
相

と
そ
の
背
景
―
」
「
国
語
学
研
究
』
７７
、
昭
和
五
十
七
年
六
月
）
や

「解

題
」
に
こ
の
よ
う
な
分
類
の
問
題
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

（８
）
注
２
所
収
影
印
に
よ
る

（底
本
は
延
宝
八
年
刊
、
国
会
図
書
館
亀
田
文
庫

蔵
本
）、
以
下

『合
類
節
用
集
』
の
引
用
は
全
て
こ
の
影
印
に
よ
る
。
な
お
、

同
年
刊
の
大
阪
大
学
付
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
蔵
本
も
あ
わ
せ
て
参
照
し

た
。

（９
）
『和
刻
本
文
選
』
（古
典
研
究
会
）
所
収
影
印

（底
本
は
慶
安
五
年
刊
の

『六

臣
註
文
選
し

に
よ
る
。
「六
臣
註
文
選
』
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
注
４
の
柏
原
氏
の
論
考
を
参
照
の
こ
と
。

（１０
）
「和
刻
本
酢
書
字
典
集
成
』
（汲
古
書
院
）
所
収
影
印

（底
本
は
寛
文
十

一

年
刊
本
）
に
よ
る
。
以
下

『字
彙
』
の
引
用
は
全
て
こ
の
影
印
に
よ
る
。

（Ｈ
）
「液
斎
書
入
倭
名
類
衆
抄
」
（早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
、
早
稲
田
大

学
出
版
部
）
所
収
影
印

（底
本
は
寛
文
七
年
刊
の
附
訓
本
）
に
よ
る
。
附

訓
本
が
参
照
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は

「解
題
」
を
参
照
の
こ
と
。

（・２
）
「魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
』
（延
宝
三
年
刊
、
国
会
図
書
館
蔵

本
、
板
木
屋
庄
兵
衛
版
行
の
も
の
と
、
吉
田
屋
永
右
衛
門
版
行
の
後
印
本



の
二
種
が
あ
る
。）
に
よ
る
。

（‐３
）
「和
刻
本
酢
書
字
典
集
成
』
（汲
古
書
院
）
所
収
影
印

（底
本
は
寛
永
八
年

刊
本
）
に
よ
る
。

（・４
）
『畠
閣
海
篇
大
成
』
（萬
暦
二
十
二
年
刊
、
内
閣
文
庫
蔵
本
）
に
よ
る
。
以

下

『海
篇
』
の
引
用
は
全
て
こ
の
本
に
よ
る
。

（‐５
）
『易
林
本
節
用
集
」
は

『節
用
集
二
種
」
（天
理
図
書
館
善
本
叢
書
２‐
、
八

木
書
店
）
所
収
影
印

（底
本
は

「原
刻
易
林
本
節
用
集
」、
天
理
図
書
館
蔵

本
）
に
よ
る
。
以
下

『易
林
本
節
用
集
』
の
引
用
は
全
て
こ
の
影
印
に
よ

２
一

。

編
纂
者
が
参
照
し
た
節
用
集
は

「易
林
本
節
用
集
』
そ
の
も
の
と
考
え

る
よ
り
は
、
当
時
流
布
し
て
い
た
真
草
二
行
本
の
い
ず
れ
か
の
版
と
考
え

る
ほ
う
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

詳
し
く
述
べ
る
準
備
が
な
い
。
な
お
、
「易
林
本
節
用
集
」
以
外
に
筆
者
が

参
照
し
た
節
用
集
は

「真
草
二
行
節
用
集
」
（内
題
に
よ
る
、
題
答
は

「真

草
増
補
大
節
用
集
」
寛
文
五
年
刊
、
岐
阜
市
立
図
書
館
蔵
本
、
国
文
学
研

究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
に
よ
る
）
及
び

「頭
書
増
補
二
行

節
用
集
」
（内
題
に
よ
る
、
寛
文
十
年
刊
京
都
大
学
蔵
本
）
の
二
本
で
あ
る
。

（‐６
）
長
沢
規
矩
也

『和
刻
本
漢
籍
分
類
目
録
』
（昭
和
五
十

一
年
十
月
、
汲
古

書
院
）
に
よ
る
。

（‐７
）
『和
刻
本
酢
書
字
典
集
成
』
所
収
影
印

（底
本
は
明
暦
二
年
刊
本
）
に
よ

２
つ

。

（・８
）
『合
類
節
用
集
』
掲
出
の
字
体
と
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
据
基
星

に
は

「吉

〔普
及
善
也
ど

も
別
に
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
「畠
閣
海
篇
大
成
』
の
誤

刻
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

（‐９
）
「海
篇
」
と
の
比
較
で
問
題
が
残
る
例
が

一
例
見
ら
れ
る
。

イ
″
ン　
宍
海
普
Ψ

二
音
精
又
廊
同
月
―
〕

合
類
巻
八
９７
丁
ウ

目
朗
　
〔立日
日田
〕

海
篇
巻
二
天
文
門
８
丁
オ

両
書
の
音
が

一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

品

〔音
精
光
也
〕

海
篇
巻
二
天
文
門
４
丁
オ

の
項
を
字
体
の
類
似
に
よ
っ
て
誤
っ
て
引
用
し
た
と
も
、
「海
篇
』
巻

一
の

奇
字
便
覧
の
次
の
部
分

三
同
類

忍

〔咬
砂
二
音
天
部
〕
　

日田
霊
日
精
日
部
〕
　

目
期
〔同
上
月
部
〕

海
篇
巻

一
奇
字
便
覧
２．
丁
ウ

か
ら
引
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「海
篇
』
諸
本
の
精
査
と
と
も
に
今
後

の
課
題
と
し
て
お
く
。
な
お
、
高
梨
信
博

「『和
漢
音
釈
書
言
字
考
節
用
集
』

引
用
文
献
索
引
」
翁
国
語
学
研
究
と
資
料
』
第
二
号
、
昭
和
五
十
二
年
十

二
月
）
及
び
、
中
村
元

「『十
二
韻
」
の
三
本
に
つ
い
て
」
（
中
世
文
藝
論

稿
」
第
十
二
号
、
平
成
元
年
二
月
）
に
よ
っ
て
、
望
曇
口一重
象
即
用
集
し、
「韻

字
記
』
に

『海
篇
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
他
に
、
「武
家

節
用
集
』
（延
宝
九
年
刊
）
に
も

『海
篇
』
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。

（２０
）
「無
津
甕
星
」
は
本
来

「天
津
甕
星
」
で
あ
ろ
う
。
「天
」
と
類
似
し
た
字

体

「元
」
を
介
し
て
誤
っ
た
回
帰
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
管
見

の

「日
本
書
紀
抄
』
の
中
で
は

「古
活
字
二
巻
本
」
（高
羽
五
郎

『抄
物
小

系
』
所
収
）
に

無
津
甕
星
ハ
ハ
ウ
キ
ホ
シ
ソ
彗
星
ノ
御
出
有
タ
ト
云
モ
是
ソ

日
本
書
紀
抄
巻
二
２５
丁
オ

と
あ
る
の
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
「合
類
節
用
集
し
に
お
け
る

「日
本
書

紀
抄
』
か
ら
の
引
用
語
の
中
に
は
「古
活
字
二
巻
本
」
と
は

一
致
し
な
い
も

の
も
見
ら
れ
る
。

（２‐
）
雑
賀
め
ぐ
み
コ
真
字
百
人

一
首
』
の
用
字
と
表
記
Ｌ
「帝
塚
山
学
院
大
学



日
本
文
学
研
究
』
第
２３
号
、
平
成
四
年
二
月
）
で
も
、
「真
字
百
人

一
首
』
に

お
い
て
、
「字
彙
』
が
出
典
と
し
て
示
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
も

『字
彙
』
か

ら
の
引
用
と
認
め
ら
れ
る
例
が
存
在
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

補
注
松
井
利
彦
氏
は

「近
世
漢
語
辞
書
の
成
立
と
展
開
』
（平
成
二
年
十

一
月
、
笠

間
書
院
）
「第

一
章
節
用
集
か
ら
漢
語
辞
書
へ
」
の

「
一
、
近
世
節
用
集
の
性
格
」

に
お
い
て
、
望
昌
口字
考
節
用
集
」
に
お
け
る

『字
彙
」
の
引
用
箇
所
を
提
示
し

た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
「翡
場
」
に
「ド
キ
／
ヽ
」
と
振
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
、

そ
し
て

「〔字
彙
〕
心
動
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
墾
暑
口字
考
節
用
集
」

の
編
者
は

『字
彙
」
に

「得
得
ハ動
ナ
剌
心
一ど
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
の
漢
字

の
意
味
と
、
そ
の
音
を
考
え
併
せ
て
疑
態
語
表
記
の
漢
字
と
し
て
掲
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「嗜
」
に

「
シ
ヤ
ベ
ル
」
と
振
り
仮
名
が
付
い

て
い
る
●

フ
も
、
こ
れ
に
は
出
典
が
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
「字
彙
』

に

「喋
喋
言
貌
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

松
井
氏
は
、
望
曇
口字
考
節
用
集
」
の
場
合
、
「字
彙
』
の
記
載
に
よ
っ
て
編

纂
者
が
新
た
に
訓
を
施
し
て
掲
出
す
る
と
い
う
営
み
が
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い

る
。
し
か
し
、
「合
類
節
用
集
」
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
営
み
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
判
断
を
保
留
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
「字
彙
」
か
ら
注
文
を
引
用
し
て
い
る

語
の
中
で
、
先
行
の
節
用
集
等
に

一
致
す
る
訓
が
確
認
で
き
な
い
も
の
と
し
て

は
次
の
三
例
が
あ
る
。

嘉
黎

〔〈繹
名
．√
作
つ
摩
脇
一
又

〈字
彙
准
作
二
嚇
繁
ず合

類
巻
一
５
丁
オ

翼
″
”
〈字
畳
０

．津
也
所
・一以
置
¨
貨
ァ
‐
¨
物
フ
也
〕

合
類
巻

一
３８
丁
ウ

ブ文夕
聾

　
〔〈藁

〉
．一日
状
チ
如

一覆
銚
一
鳥
′
首
ラ
魚
ノ
尾
有
レ
翼
立日
如
レ磐
′
生
摯
珠

玉
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
類
巻
五
３
丁
ウ

こ
れ
ら
を
先
行
の
書
に
見
当
ら
な
い
と
い
う
消
極
的
な
理
由
で
編
纂
者
に
よ

る
付
訓
と
す
る
べ
き
か
ど
う
か
。

参
考
ま
で
に

『字
彙
』
が
出
典
注
記
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
見
出
語
を
以
下

に
示
し
て
お
く
。
（左
の
傍
訓
は
省
略
す
る
）　
　
　
　
，多

動軋
溝顆
黎
琲琲
鶉
瀞
絨
鬱

こ

奸

八

卜
例

妖

地

榔

，

　

ヤ
多

ツ
　

ケ
ン

コ

ン

タ

　

コ

‘

　

キ
‘

ウ
　

エ
イ

ヨ
　

　

シ
ン

商
月
　
除
月
　
大
断
　
霞
月
　
懸
弧
令
旦
　
事
月
　
詰
朝
　
厭
句
　
決
辰

殺
覗
詮
ｕ
イ瑠
光
姑
イ
年
一卿
時
コ候御
　
シヤ

握
ソ庵
ヨ
崎
蔵
多
糖
シ
纏
′
鶴
サ戸多
垢
サ土ウ
誓
キ舎ヨ
リ
上
秋
「
ユ居短
榔

濶
珈
・　
給
顔
　
詫
稼
士
　
懸
官
　
騒
人
　
桑
雇
　
鍾
公
　
姫
姜
　
遊
倅

薔
夫
　
鰍
生
　
贅
婿
　
以
上
十
二
例
人
物
部

郎
惨
　
離
“
　
以
上
二
例
人
支
部

落
鮨
館
　
以
上

一
例
魚
部

繍
狭
皇
沐
腫
　
以
上
二
例
諸
獣
部

卜偏
・爆
　
以
上

一
例
衣
服
部

総
蘇
鶴
観
　
剛
上
韓
例
嚇
藤
「
以
上
五
例
器
財
部

土口　
以
上

一
例
疑
字
部

邦
章
　
咄
差サ　
瀧
嚇
　
郷
影
　
南ナ膜ム　
瀧
群
　
誨
蒻
　
鵬
ノ
ヽ
　
訴
能

以
上
十
例
言
語
部

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―


